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一
般
質
問
か
ら

※

こ
こ
に
掲
げ
て
い
る
質
問
は
、
一
般
質
問
の
一
部
を

抜
粋
し
た
も
の
で
、
２
月
定
例
会
時
点
で
の
内
容
で
す
。

自
民
党
県
議
団

自
民
党
県
議
団

脱
炭
素
社
会
実

現
に
は
洋
上
風

力
発
電
の
導
入

が
不
可
欠
。「
促

進
区
域
」
早
期
指
定
に
向
け
た
知
事

の
決
意
と
漁
業
者
の
現
状
や
思
い
を

受
け
て
の
今
後
の
対
応
を
問
う
。

Ａ
　
来
年
度
に
も
響
灘
沖
が
「
有
望

な
区
域
」
と
し
て
選
定
さ
れ
る
こ
と

を
目
指
す
。「
促
進
区
域
」
指
定
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
た

め
に
は
、
漁
業
者
の
皆
さ
ま
の
協
力

が
不
可
欠
。
洋
上
風
力
発
電
と
の
協

調
に
よ
り
響
灘
沖
の
漁
業
振
興
策
の

研
究
を
行
い
、
漁
業
者
の
皆
さ
ま
に

寄
り
添
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
。

北
九
州
地
域
に

急
患
歯
科
診
療

が
な
い
現
況
で
、

九
州
歯
科
大
学

に
対
し
地
元
歯
科
医
師
会
か
ら
、
夜

間
や
休
日
急
患
医
療
の
緊
急
時
の
対

応
要
請
の
声
が
あ
る
。
同
大
学
の
地

域
貢
献
の
現
状
と
こ
の
要
請
に
つ
い

て
の
知
事
の
所
見
を
問
う
。

Ａ
　
北
九
州
地
域
の
歯
科
医
師
会
と

連
携
協
定
を
結
び
、
摂
食
嚥
下
障

が
い
や
全
身
疾
患
が
あ
る
患
者
へ

の
歯
科
医
療
臨
床
研
修
を
行
う
な

ど
県
民
の
健
康
保
持
・
増
進
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
急

患
歯
科
診
療
へ
の
対
応
に
つ
い
て

は
大
学
で
の
検
討
状
況
や
課
題
を

把
握
し
て
い
き
た
い
。無電

柱
化
の
推

進
は
各
市
町
村

で
歩
道
の
設
置

や
拡
幅
な
ど
の

整
備
に
併
せ
て
実
施
す
る
の
が
効
果

的
と
考
え
る
。
知
事
の
考
え
を
尋
ね
る
。

Ａ
　
道
路
管
理
者
等
で
構
成
す
る

「
福
岡
県
無
電
柱
化
協
議
会
」
に
お

い
て
計
画
策
定
の
連
絡
調
整
な
ど
を

行
い
、
無
電
柱
化
の
推
進
に
努
め
て

い
る
。
防
災
上
重
要
な
緊
急
輸
送
道

路
、
駅
な
ど
交
通
結
節
点
周
辺
の
道

路
な
ど
で
の
重
点
整
備
が
重
要
。
国
、

地
元
自
治
体
等
と
の
連
携
に
よ
り
、

道
路
改
良
や
歩
道
設
置
等
と
の
同
時

実
施
で
コ
ス
ト
縮
減
を
図
り
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
く
。小

学
校
全
学
年

で
の
35
人
学
級

移
行
な
ど
で
教

員
不
足
に
さ
ら

に
拍
車
が
か
か
る
の
で
は
。
教
員
確

保
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

Ａ
　
来
年
度
、
３
年
生
で
の
35
人
学

級
実
施
に
伴
い
約
80
学
級
が
、
ま
た

小
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
が
約
１

８
０
学
級
増
え
る
た
め
、
教
員
定
数

全
体
で
約
２
０
０
人
の
定
数
増
を
見

込
む
。
こ
の
傾
向
は
今
後
数
年
間
続

く
と
さ
れ
、
令
和
５
年
度
か
ら
の
定

年
引
上
げ
も
踏
ま
え
、
今
後
も
退
職

者
を
上
回
る
新
規
採
用
に
努
め
、
新

た
に
県
内
大
学
と
連
携
し
た
講
師
採

用
な
ど
に
も
取
り
組
む
。

来
年
度
か
ら
実

施
予
定
の
パ
ラ

ス
ポ
ー
ツ
タ
レ

ン
ト
発
掘
事
業

の
目
的
と
内
容
は
。
ま
た
タ
レ
ン
ト

発
掘
事
業
の
さ
ら
な
る
充
実
に
向
け

た
冬
季
競
技
の
取
り
入
れ
に
つ
い
て

問
う
。

Ａ
　
障
が
い
者
の
潜
在
的
な
運
動
能

力
を
見
出
し
、
世
界
に
挑
戦
で
き
る

パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
を
育
て
る
た
め
、

測
定
会
で
適
性
競
技
を
見
つ
け
技
術

指
導
な
ど
を
行
い
、
高
い
競
技
力
が

つ
け
ば
中
央
競
技
団
体
練
習
会
な
ど

の
機
会
を
提
供
す
る
。
能
力
開
発
・

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
決
め
る
実
行
委

員
会
に
競
技
選
択
の
幅
を
広
げ
る
冬

季
競
技
の
取
り
入
れ
の
検
討
を
促
す
。

社
会
的
養
護
の

受
け
皿
と
し
て

重
要
な
役
割
を

担
う
フ
ァ
ミ
リ

ー
ホ
ー
ム
の
運
営
安
定
化
の
た
め
、

事
務
費
算
定
方
法
の
見
直
し
を
国
に

求
め
て
い
く
べ
き
だ
。
知
事
の
所
見

を
伺
う
。

Ａ
　
委
託
し
て
い
る
子
ど
も
数
に
応

じ
た
支
払
方
法
で
は
、
急
な
措
置
解

除
を
行
う
と
運
営
費
に
充
て
ら
れ
る

事
務
費
が
減
り
安
定
経
営
が
難
し
く

な
る
。
16
都
道
府
県
の
担
当
課
長
会

議
を
通
じ
て
定
員
に
基
づ
く
算
定
を

国
に
求
め
て
き
た
が
、
社
会
保
障
審

議
会
は
２
月
、
見
直
し
の
考
え
を
示

し
た
。
そ
の
動
向
を
注
視
し
引
き
続

き
要
望
し
て
い
く
。

自
治
会
な
ど
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
持
続
可
能

性
を
高
め
る
た

め
に
は
、
役
員
が
高
齢
化
し
、
後
継

者
が
不
足
す
る
中
で
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
活
用
や
、
仕
事
量
削
減
に
よ
る

負
担
軽
減
が
大
事
。
知
事
の
見
解
を

問
う
。

Ａ
　
一
部
の
市
町
村
で
は
、
広
報
物

の
行
政
に
よ
る
直
接
配
布
や
、
行
政

窓
口
の
一
元
化
な
ど
役
員
の
負
担
軽

減
を
図
っ
て
い
る
。
全
国
で
は
役
員

会
の
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
や
電
子
回
覧
板
の

導
入
な
ど
も
あ
る
。
本
県
で
も
研
修

会
で
先
進
事
例
を
取
り
上
げ
る
な
ど

し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・

活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
。

が
ん
患
者
に
医

療
用
ウ
ィ
ッ
グ

な
ど
の
購
入
費

を
助
成
す
る
ア

ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
推
進
事
業
を
ど
う

い
う
思
い
で
つ
く
っ
た
の
か
。
現
段

階
の
自
治
体
の
参
加
率
を
踏
ま
え
、

ど
う
自
治
体
に
促
す
の
か
。

Ａ
　
が
ん
患
者
の
方
々
の
脱
毛
な
ど

外
見
変
化
の
苦
痛
軽
減
と
、
社
会
参

加
支
援
の
た
め
に
創
設
し
た
。
昨
年

12
月
に
北
九
州
市
が
助
成
制
度
を
開

始
し
、
８
市
町
が
来
年
度
の
創
設
を

検
討
し
て
い
る
が
、ま
だ
少
な
い
状
況
。

副
市
町
村
長
会
議
の
場
で
本
制
度
の

趣
旨
を
説
明
し
て
理
解
い
た
だ
き
、

制
度
の
創
設
を
促
し
て
い
き
た
い
。

昨
年
11
月
に
発

生
し
た
博
多
湾

で
の
重
油
流
出

事
故
で
関
係
機

関
は
し
っ
か
り
連
携
が
と
れ
て
い
た

の
か
。
油
吸
着
マ
ッ
ト
を
十
分
に
備

蓄
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
対
応
の
改

善
を
含
め
知
事
の
考
え
を
伺
う
。

Ａ
　
昨
年
の
事
故
で
は
排
出
油
等
防

除
協
議
会
の
会
員
が
連
携
し
て
油
の

除
去
作
業
を
行
っ
た
が
、
連
絡
体
制

が
不
明
瞭
で
漁
業
者
か
ら
不
満
の
声

が
上
が
っ
た
。
今
後
は
事
故
発
生
後

速
や
か
に
海
上
保
安
部
が
連
絡
体
制

図
を
作
り
、
関
係
者
に
情
報
提
供
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
油
吸
着
マ
ッ
ト

備
蓄
の
充
実
は
検
討
し
た
い
。

県
は
、
保
育
士

の
配
置
基
準
を

国
と
同
じ
基
準

に
し
て
い
る
が
、

配
置
改
善
の
た
め
、
県
独
自
の
手
厚

い
基
準
の
条
例
制
定
や
運
営
費
補
助

な
ど
も
検
討
を
す
べ
き
。
知
事
の
見

解
を
伺
う
。

Ａ
　
保
育
の
質
に
関
わ
る
配
置
基
準

と
処
遇
の
改
善
は
国
で
責
任
を
も
っ

て
進
め
る
べ
き
で
、
引
き
続
き
早
期

の
基
準
改
善
の
実
現
を
要
望
す
る
。

支
援
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
他
県
や

政
令
市
で
の
、
保
育
現
場
の
現
状
、

ど
う
い
う
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
か
、

中尾 正幸
（北九州市若松区）

 吉村　悠
（北九州市小倉南区）

井上 正文
（宗像市）

江頭 祥一
（嘉麻市）

西元　健
（築上郡・豊前市）

民
主
県
政
県
議
団

民
主
県
政
県
議
団様

々
な
分
野
で

活
躍
す
る
リ
ー

ダ
ー
を
養
成
す

る
た
め
の
中
学

佐々木 允
（田川市）

２
年
生
を
対
象
に
し
た
合
宿
型
サ
マ

ー
ス
ク
ー
ル
「
田
川
飛
翔
塾
」
の
取

り
組
み
を
県
内
各
地
に
ど
う
広
げ
る

か
。
知
事
の
考
え
を
伺
う
。

Ａ
　
こ
の
取
り
組
み
は
、
県
と
地
元

市
町
村
、
経
済
団
体
な
ど
が
対
等
な

立
場
で
力
を
合
わ
せ
、
企
画
を
練
り

上
げ
て
き
た
か
ら
こ
そ
息
の
長
い
素

晴
ら
し
い
も
の
と
な
っ
た
。
県
内
全

域
に
広
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
、
県

内
15
圏
域
に
設
置
し
て
い
る
市
町
村

圏
域
会
議
な
ど
の
機
会
に
働
き
か
け
、

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
く
。

福
岡
市
都
心
部

の
県
営
公
園
で

あ
る
天
神
中
央

公
園
、
大
濠
公
園
、

西
公
園
は
、
歴
史
資
源
を
活
用
し
た

Ｐ
Ｒ
を
す
る
こ
と
で
都
市
公
園
の
魅

力
を
高
め
ら
れ
る
。
知
事
の
考
え
を

伺
う
。

Ａ
　
天
神
中
央
公
園
は
一
昨
年
度
に
、

国
指
定
重
要
文
化
財
の
旧
県
公
会
堂

貴
賓
館
と
一
体
的
な
再
整
備
を
行
っ

た
。
大
濠
、
西
両
公
園
も
福
岡
城
址

な
ど
の
歴
史
資
源
と
の
つ
な
が
り
を

生
か
し
た
整
備
を
行
う
。
今
後
は
、

歴
史
的
視
点
で
ま
と
め
た
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
作
成
、
回
遊
し
な
が
ら
歴
史
散

策
で
き
る
案
内
板
設
置
な
ど
で
魅
力

向
上
を
図
る
。

福
岡
県
に
お
け

る
地
域
脱
炭
素

の
意
義
と
県
内

市
町
村
で
さ
ら

な
る
「
実
行
の
脱
炭
素
ド
ミ
ノ
」
を

起
こ
す
方
策
を
問
う
。

Ａ
　
温
暖
化
対
策
は
も
と
よ
り
新
た

な
産
業
・
雇
用
の
創
出
な
ど
の
地
域

成
長
戦
略
で
重
要
な
取
り
組
み
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
国
が
地
方
自

治
体
を
対
象
に「
地
域
脱
炭
素
移
行
・

再
エ
ネ
推
進
交
付
金
」
を
創
設
し
た

の
を
受
け
、
来
年
度
か
ら
、
市
町
村

の
首
長
対
象
セ
ミ
ナ
ー
や
職
員
対
象

浦 伊三夫
（糸島市）

原中 誠志
（福岡市中央区）

片岡 誠二
（中間市）

𠮷田 健一朗
（古賀市）

笠　和彦
（福岡市中央区）

本
県
の
保
育
現
場
が
ど
う
い
う
課
題

を
抱
え
て
い
る
か
に
つ
い
て
詳
し
く

調
査
し
て
い
く
。

２
０
５
０
年
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
向
け

た
取
り
組
み
の

強
化
や
国
際
金
融
機
能
誘
致
の
為
に
も

世
界
的
潮
流
と
な
っ
て
い
る
環
境
・
社

会
・
企
業
統
治
へ
の
投
資 (

Ｅ
Ｓ
Ｇ
投

資)

を
活
用
す
べ
き
。
気
候
変
動
対
策
、

社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
成
長
産
業
創
出

の
事
業
に
使
途
限
定
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
債
を
発

行
し
て
は
。
知
事
の
所
見
を
伺
う
。

Ａ
　
Ｅ
Ｓ
Ｇ
債
の
発
行
は
、
資
金
調

達
基
盤
強
化
に
つ
な
が
り
国
際
金
融

機
能
誘
致
に
も
資
す
る
も
の
と
考
え

る
。
発
行
の
た
め
の
認
証
費
用
等
の

条
件
も
あ
り
、
債
券
市
場
の
動
向
を

と
ら
え
て
判
断
し
て
ま
い
る
。

移
住
県
人
会
と
の

交
流
に
つ
い
て
、

知
事
は
ど
う
い
う

姿
勢
で
今
後
ど
の

よ
う
に
推
進
す
る
の
か
を
伺
う
。

Ａ
　
周
年
事
業
な
ど
へ
の
訪
問
団
派

遣
を
通
じ
て
、
県
人
会
の
皆
さ
ま
と

の
結
び
つ
き
を
強
め
、
県
人
会
が
引

き
続
き
活
発
に
活
動
で
き
る
よ
う
次

代
の
担
い
手
育
成
に
つ
な
が
る
交
流

が
重
要
。
令
和
４
年
度
は
ペ
ル
ー
で

県
人
会
の
世
界
大
会
が
開
催
さ
れ
る
。

県
議
会
の
皆
さ
ま
と
現
地
を
訪
問
し

県
人
会
の
皆
さ
ま
と
絆
を
深
め
た
い
。

引
き
続
き
県
人
会
か
ら
の
県
費
留
学

生
受
け
入
れ
や
子
ど
も
た
ち
の
招
へ

い
を
実
施
し
て
い
く
。

香原 勝司
（直方市）

樋口　明
（福岡市南区）

冨永 芳行
（糟屋郡）

２０２２年 ( 令和４年 )５月発行第４３号

髙橋 義彦
（飯塚市･嘉穂郡）


